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【目的】合理的な保健医療活動を行うためには、保健医療分野における様々な意思決定の根拠となりうる情報を有効に活用しなければならない。情報には、主に科学的情報と経験的情報があり、一般に科学的知見が十分に蓄積されていない場合には、活動の根拠として経験的情報の占める割合が大きい。しかし、経験的情報については、その情報の信頼性（情報の質）が問題となる。科学的方法で得られる数値データ（疫学研究や臨床試験の結果など）であれば研究手法や解析手法などからその信頼性の大きさをある程度判断することもできるが、経験的情報についてその信頼性を客観的な指標で評価することは難しい。しかし、情報の種類が科学的であるか経験的であるかに関わらず、保健分野においては、信頼性の高い情報を収集したうえで、それらの情報を有効に活用することが重要である。本報告では、保健医療情報に関する質の評価・分析方法について概念的な整理を試みた。

【方法】保健医療活動の1例として健康危機管理を取り上げ、事例の収集とその内容分析により情報評価に関する一般的な問題点を抽出した。これらの問題点の検討を通じて保健医療全般における情報評価の方法について検討した。
【結果】健康危機管理における情報の取り扱いは、一般的に、①情報の収集、②情報の信頼性の評価・分析（広い意味での情報評価）、③情報の利用、④情報の発信・提供、というプロセスを経る。多くの健康危機事例を精査した結果、以下の点が重要であることがわかった。まず、情報評価の段階では、①情報の発信者、発信日時、発信目的が明確であること、②情報の内容と発信目的が合致していること、③内容が利用者にとって意義があること、④内容を検証する方法があること、⑤内容が中立であること、⑥他の情報との比較が可能であること、などである。また、情報を利用する段階では、①情報利用者が十分な知識を持っていること、②情報利用者間の情報交換体制が確立していること、③多数の利用者間で情報を共有できること、などである。さらに、情報提供（関連機関、一般公衆、メディアなどへの提供）の段階では、①情報発信が迅速であること、②情報利用者が情報の内容を理解できること、③必要十分な量の情報を提供すること、④社会の不安を増長させないこと、などが挙げられる。
【考察】情報の取り扱いに関する各段階は互いに密接な関連があり、保健医療活動の根拠として情報を利用する際には全体を1つのプロセスとして考える必要がある。情報の評価はそのなかでも重要な役割を持っているといえる。科学的研究論文、公的機関から発信された情報、それ以外の情報など、情報の種類に応じてそれぞれ具体的な情報評価の方法は異なる。しかし、一般的には、発信者に関する情報、発信目的と内容との合致性、内容の検証可能性、中立性、比較可能性、などが情報評価の視点となると考えられる。利用可能な情報源または情報量が増加するほど質の低い情報や真偽の明確でない情報が混在する可能性があり、情報利用者（情報発信者にもなりうる）にとって情報を客観的に評価する視点を持つことが重要になると思われる。
